
■
地
籍
調
査
と
は

　
地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
く

「
国
土
調
査
」
の
一
つ
で
す
。

　
一
筆
ご
と
の
土
地
の
所
有
者
・
地
番
・

地
目
を
調
査
し
て
、
境
界
と
面
積
に
関

す
る
測
量
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
地
図

（
地
籍
図
）
や
簿
冊
（
地
籍
簿
）
に
し

ま
す
。

■
地
籍
調
査
の
必
要
性

　
地
籍
調
査
の
結
果
を
基
に
、
法
務
局
に

あ
る
公
図
や
登
記
簿
の
内
容
を
、
現
状

に
合
わ
せ
、
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
現
在
、
法
務
局
に
あ
る
公
図
や
登
記
簿

は
、
明
治
時
代
の
地
租
改
正
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
土
地
の
形
状
や
境

界
、
面
積
が
現
状
と
異
な
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
正
確
な
調
査
が
必
要
で
す
。

■
地
籍
調
査
の
費
用

　
土
地
所
有
者
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
、
県
、
市
が
負
担
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
境
界
立
ち
会
い
に
お
け
る
交

通
費
な
ど
は
、
個
人
負
担
で
す
。

　
ま
た
、
調
査
期
間
中
に
境
界
が
確
定
し

な
い
場
合
は
「
筆
界
未
定
」
と
な
り
ま

す
。
地
籍
調
査
後
に
「
筆
界
未
定
」
を

解
消
す
る
費
用
は
、
個
人
負
担
で
す
。

地
籍
調
査
を
始
め
ま
す

　正
確
な
土
地
情
報
を
記
録
す
る
た
め
、
地
籍
調
査
事
業
を
行
い
ま
す
。

問
財
政
管
理
課

　
☎
23
・
５
２
８
１　
℻
22
・
５
９
０
３

■
市
の
地
籍
調
査
の
状
況

　
柏
崎
市
の
地
籍
調
査
事
業
の
進
捗
率

（
面
積
）
は
、
３
％
（
地
籍
調
査
以
外

で
指
定
を
受
け
た
測
量
実
績
を
含
む
）

で
す
。
全
国
は
52
％
、
新
潟
県
は
35
％

で
す
。

　
市
は
、
災
害
対
策
や
隣
接
市
町
村
の
実

施
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
西

山
町
浜
忠
地
区
か
ら
地
籍
調
査
を
始
め

ま
す
。

　
地
籍
調
査
地
区
に
土
地
を
お
持
ち
の
方

は
、
事
前
調
査
や
、
境
界
確
定
の
立
ち

会
い
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地籍調査を行うことで、次の効果があ
ります。

◎土地トラブルの防止
　土地の境界を明確にすることで、境
界をめぐるトラブルを防止できま
す。

◎迅速な災害復旧
　万一の災害が発生した場合でも、地
籍調査で確定した境界を復元するこ
とができ、迅速な災害復旧に役立ち
ます。

◎公共事業の円滑化
　土地の境界確認作業が簡単にできる
ため、道路、下水道などの整備の円
滑化に役立ちます。

◎税の適正化
　土地面積が正確に測量されるため、
税の適正化に役立ちます。

地籍調査の効果
西
山
町
浜
忠
地
区
か
ら
ス
タ
ー
ト

ひ
っ
か
い

し
ん
ち
ょ
く
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料金改定

詳細は
市HPで

公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど
と

各
種
手
数
料
を
改
定
し
ま
す

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
２
月
に
策
定

し
た
「
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
関

す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
公
共
施
設

の
使
用
料
な
ど
と
各
種
手
数
料
を
４
月
１

日
か
ら
改
定
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
ま
た
は
、
各
施
設
・
各

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
料
な
ど
の
改
定
を
行
う

公
共
施
設

改
定
を
行
う
手
数
料

を

し
て
い
ま
す

問
財
政
管
理
課
　
☎
21
・
２
３
２
８
　
℻
22
・
５
９
０
３

市
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
２
月
に
「
柏
崎
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
を
策
定
し
、
公
共
施
設
の
計
画
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
経
営
・
維
持

管
理
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
対
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
め
方―

４
つ
の
基
本
方
針

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
捗
状
況

■
求
め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方

　
市
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
公
共
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
維
持
管
理
や
改

修
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
人

口
減
少
に
伴
い
、
歳
入
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
使
え
る

財
源
も
不
足
す
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
た

め
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
や
施
設
の
廃
止

・
統
合
を
含
め
、
合
理
的
か
つ
適
正
に
整
備

や
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

　使
え
る
財
源
の
見
込
み
は
？

　
右
下
の
表
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
度
に
策
定
し
た
、
今
後
の
市
の
財
政
の

見
通
し
を
示
す
「
財
政
計
画
」
を
参
考
に

■
各
施
設
ご
と
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
市
は
、
各
施
設
ご
と
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
で
あ
る
「
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
施
設
の
耐
用
年
数
を
基

に
、
大
規
模
修
繕
時
期
、
更
新
（
建
て
替

え
）
時
期
と
、
施
設
の
統
廃
合
や
複
合
化
、

廃
止
を
明
確
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
計
画

に
沿
っ
て
、
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
モ
デ
ル
地
区
の
先
行
取
り
組
み

▼
鵜
川
地
区

●
集
約
化
＝
鵜
川
コ
ミ
セ
ン
を
野
田
コ
ミ

セ
ン
へ
統
合

●
複
合
化
＝
鵜
川
体
験
の
里
「
ほ
た
る
」

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
「
暮
ら
し
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
移
転

●
取
り
壊
し
＝
鵜
川
診
療
所
、
旧
鵜
川
小

学
校
を
取
り
壊
し

▼
西
山
地
区

●
集
約
化
＝
６
カ
所
あ
る
コ
ミ
セ
ン
を
３

カ
所
に
統
合

●
複
合
化
＝
西
山
町
事
務
所
周
辺
の
公
共

施
設
機
能
の
見
直
し
お
よ
び
再
配
置

■
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　お
聞
き
し
て
進
め
ま
す

　
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
、
老
朽
化
の
状
況
や
利

用
状
況
を
把
握
し
、
今
後
の

財
政
状
況
や
人
口
動
向
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
行
い
ま
す
。

　
地
区
内
の
公
共
施
設
の
数

量
や
運
営
コ
ス
ト
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
、
利
用
率
な
ど
を
考

慮
し
、
地
区
ご
と
に
公
共
施

設
の
再
配
置
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設

●
陸
上
競
技
場

●
武
道
館

●
荒
浜
運
動
場

●
佐
藤
池
野
球
場

●
佐
藤
池
第
二
野
球
場

●
総
合
体
育
館

●
ア
ク
ア
パ
ー
ク

●
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

●
海
岸
公
園
運
動
広
場
（
少
年
広
場
）

●
西
山
総
合
体
育
館

●
西
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

公共施設等
総合管理計画

詳細は
市HPで

どう残す？

どう使う？

基
本
方
針

①
廃
止
や
複
合
化（
多
機
能

化
）を
行
い
、
公
共
施

設
の
総
量
を
40
年
間
で

約
２
割
削
減

昭和53年
（1978年）

現在使われている
施設の多くを建設

老朽化による
修繕が集中

その後
一斉に
建て替え

平成9年
（1997年）

平成28年
（2016年）

令和10年
（2028年）

■
文
化
施
設
な
ど

●
産
業
文
化
会
館

●
博
物
館

●
市
民
プ
ラ
ザ

●
西
山
町
産
業
会
館

●
も
の
づ
く
り

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他
の
施
設

●
大
崎
温
泉

　
雪
割
草
の
湯

●
モ
ー
リ
エ
駐
車
場

●
浄
化
槽
清
掃
業
許
可
申
請
手
数
料

●
浄
化
槽
清
掃
業
許
可
証
の
再
交
付
手
数
料

●
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
申
請
手
数
料

●
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
証
の
再
交
付

手
数
料

②
壊
れ
た
ら
直
す
「
事
後

保
全
」
か
ら
、
計
画
的

な
修
繕
・
改
修
「
予
防

保
全
」
に
よ
る
長
寿
命

化
の
体
制
整
備
へ

③
施
設
の
複
合
化
に
よ
り

機
能
・
サ
ー
ビ
ス
を

維
持

④
イ
ン
フ
ラ
資
産
（
道

路
、
橋
、
上
下
水
道

な
ど
）
も
計
画
的
な

保
守
と
整
備
へ

壊れたら直す
い ま ま で

壊れる前に
計画的に直す

こ れ か ら

定期的な点検・
診断結果に
基づき計画的に
維持管理

こ れ か ら
施設A

施設B

施設C

複合化した
施設A

損傷が著しく
なったら直す

い ま ま で

公共施設の総延床面積
平成27（2015）年

438,973㎡
令和37（2055）年

約351,178㎡
2約 割減

作
成
し
た
も
の
で
す
。
歳
出
の
う
ち
、
公

共
施
設
の
整
備
更
新
な
ど
に
使
え
る
お
金

は
「
投
資
的
経
費
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
に
は
、
市
道
や
橋
の
整
備

な
ど
の
事
業
費
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
な

ど
の
公
共
施
設
の
改
修
に
使
え
る
経
費
に

は
、
限
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
や
運
営
の
た
め
の
費
用
も

毎
年
度
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
改
修
・
建
て
替
え
の
財
源
不
足

　
今
後
、
公
共
施
設
の
改
修
な
ど
に
使
え

る
財
源
は
さ
ら
に
不
足
す
る
見
込
み
で

す
。
こ
れ
は
、
社
会
保
障
費
な
ど
の
増
加

に
加
え
、
多
額
の
財
源
が
必
要
な
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

▶
博
物
館

▶
大
崎
温
泉
　

雪
割
草
の
湯

1 年あたり
約62億円必要

1年あたり
約13億円財源不足

今後 40年で
約2,492億円

市が所有する全ての公共施設の
改修・建て替えに必要な費用を試算すると……

500
433 430 439 422 440

415

（億円）

（年度）

財政計画：投資的経費の推移
■投資的経費　■歳出その他

400

300

200

100

0
R3
2021

R4
2022

R5
2023

R6
2024

R7
2025

R8
2026

557459716349

※数値は四捨五入しています。
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料金改定

詳細は
市HPで

公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど
と

各
種
手
数
料
を
改
定
し
ま
す

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
２
月
に
策
定

し
た
「
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
関

す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
公
共
施
設

の
使
用
料
な
ど
と
各
種
手
数
料
を
４
月
１

日
か
ら
改
定
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
ま
た
は
、
各
施
設
・
各

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
料
な
ど
の
改
定
を
行
う

公
共
施
設

改
定
を
行
う
手
数
料

を

し
て
い
ま
す

問
財
政
管
理
課
　
☎
21
・
２
３
２
８
　
℻
22
・
５
９
０
３

市
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
２
月
に
「
柏
崎
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
を
策
定
し
、
公
共
施
設
の
計
画
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
経
営
・
維
持

管
理
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
対
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
め
方―

４
つ
の
基
本
方
針

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
捗
状
況

■
求
め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方

　
市
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
公
共
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
維
持
管
理
や
改

修
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
人

口
減
少
に
伴
い
、
歳
入
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
使
え
る

財
源
も
不
足
す
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
た

め
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
や
施
設
の
廃
止

・
統
合
を
含
め
、
合
理
的
か
つ
適
正
に
整
備

や
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

　使
え
る
財
源
の
見
込
み
は
？

　
右
下
の
表
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
度
に
策
定
し
た
、
今
後
の
市
の
財
政
の

見
通
し
を
示
す
「
財
政
計
画
」
を
参
考
に

■
各
施
設
ご
と
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
市
は
、
各
施
設
ご
と
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
で
あ
る
「
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
施
設
の
耐
用
年
数
を
基

に
、
大
規
模
修
繕
時
期
、
更
新
（
建
て
替

え
）
時
期
と
、
施
設
の
統
廃
合
や
複
合
化
、

廃
止
を
明
確
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
計
画

に
沿
っ
て
、
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
モ
デ
ル
地
区
の
先
行
取
り
組
み

▼
鵜
川
地
区

●
集
約
化
＝
鵜
川
コ
ミ
セ
ン
を
野
田
コ
ミ

セ
ン
へ
統
合

●
複
合
化
＝
鵜
川
体
験
の
里
「
ほ
た
る
」

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
「
暮
ら
し
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
移
転

●
取
り
壊
し
＝
鵜
川
診
療
所
、
旧
鵜
川
小

学
校
を
取
り
壊
し

▼
西
山
地
区

●
集
約
化
＝
６
カ
所
あ
る
コ
ミ
セ
ン
を
３

カ
所
に
統
合

●
複
合
化
＝
西
山
町
事
務
所
周
辺
の
公
共

施
設
機
能
の
見
直
し
お
よ
び
再
配
置

■
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　お
聞
き
し
て
進
め
ま
す

　
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
、
老
朽
化
の
状
況
や
利

用
状
況
を
把
握
し
、
今
後
の

財
政
状
況
や
人
口
動
向
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
行
い
ま
す
。

　
地
区
内
の
公
共
施
設
の
数

量
や
運
営
コ
ス
ト
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
、
利
用
率
な
ど
を
考

慮
し
、
地
区
ご
と
に
公
共
施

設
の
再
配
置
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設

●
陸
上
競
技
場

●
武
道
館

●
荒
浜
運
動
場

●
佐
藤
池
野
球
場

●
佐
藤
池
第
二
野
球
場

●
総
合
体
育
館

●
ア
ク
ア
パ
ー
ク

●
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

●
海
岸
公
園
運
動
広
場
（
少
年
広
場
）

●
西
山
総
合
体
育
館

●
西
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

公共施設等
総合管理計画

詳細は
市HPで

どう残す？

どう使う？

基
本
方
針

①
廃
止
や
複
合
化（
多
機
能

化
）を
行
い
、
公
共
施

設
の
総
量
を
40
年
間
で

約
２
割
削
減

昭和53年
（1978年）

現在使われている
施設の多くを建設

老朽化による
修繕が集中

その後
一斉に
建て替え

平成9年
（1997年）

平成28年
（2016年）

令和10年
（2028年）

■
文
化
施
設
な
ど

●
産
業
文
化
会
館

●
博
物
館

●
市
民
プ
ラ
ザ

●
西
山
町
産
業
会
館

●
も
の
づ
く
り

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他
の
施
設

●
大
崎
温
泉

　
雪
割
草
の
湯

●
モ
ー
リ
エ
駐
車
場

●
浄
化
槽
清
掃
業
許
可
申
請
手
数
料

●
浄
化
槽
清
掃
業
許
可
証
の
再
交
付
手
数
料

●
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
申
請
手
数
料

●
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
証
の
再
交
付

手
数
料

②
壊
れ
た
ら
直
す
「
事
後

保
全
」
か
ら
、
計
画
的

な
修
繕
・
改
修
「
予
防

保
全
」
に
よ
る
長
寿
命

化
の
体
制
整
備
へ

③
施
設
の
複
合
化
に
よ
り

機
能
・
サ
ー
ビ
ス
を

維
持

④
イ
ン
フ
ラ
資
産
（
道

路
、
橋
、
上
下
水
道

な
ど
）
も
計
画
的
な

保
守
と
整
備
へ

壊れたら直す
い ま ま で

壊れる前に
計画的に直す

こ れ か ら

定期的な点検・
診断結果に
基づき計画的に
維持管理

こ れ か ら
施設A

施設B

施設C

複合化した
施設A

損傷が著しく
なったら直す

い ま ま で

公共施設の総延床面積
平成27（2015）年

438,973㎡
令和37（2055）年

約351,178㎡
2約 割減

作
成
し
た
も
の
で
す
。
歳
出
の
う
ち
、
公

共
施
設
の
整
備
更
新
な
ど
に
使
え
る
お
金

は
「
投
資
的
経
費
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
に
は
、
市
道
や
橋
の
整
備

な
ど
の
事
業
費
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
な

ど
の
公
共
施
設
の
改
修
に
使
え
る
経
費
に

は
、
限
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
や
運
営
の
た
め
の
費
用
も

毎
年
度
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
改
修
・
建
て
替
え
の
財
源
不
足

　
今
後
、
公
共
施
設
の
改
修
な
ど
に
使
え

る
財
源
は
さ
ら
に
不
足
す
る
見
込
み
で

す
。
こ
れ
は
、
社
会
保
障
費
な
ど
の
増
加

に
加
え
、
多
額
の
財
源
が
必
要
な
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

▶
博
物
館

▶
大
崎
温
泉
　

雪
割
草
の
湯

1 年あたり
約62億円必要

1年あたり
約13億円財源不足

今後 40年で
約2,492億円

市が所有する全ての公共施設の
改修・建て替えに必要な費用を試算すると……

500
433 430 439 422 440

415

（億円）

（年度）

財政計画：投資的経費の推移
■投資的経費　■歳出その他

400

300

200

100

0
R3
2021

R4
2022

R5
2023

R6
2024

R7
2025

R8
2026

557459716349

※数値は四捨五入しています。
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支
え
合
い
の
仕
組
み
が
救
世
主
⁉

 

　
普
段
当
た
り
前
に
で
き
て
い
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
と
、
と
て
も
困
り
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
で
気
兼
ね
な
く
解
決
で

き
た
ら
、
年
を
重
ね
て
も
安
心
し
て
暮
ら 

し
て
い
け
ま
す
ね
。

個
人
の
困
り
ご
と
を
地
域
の
課
題
と
し

て
捉
え
、
支
え
合
い
を
地
域
の
仕
組
み
に

す
る
話
し
合
い
や
活
動
が
複
数
の
地
区
で

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

サ
ポ
ー
ト

地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を

推
進
す
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
が
、
地
区
・
町
内
で
支
え

合
い
の
活
動
に
取
り
組
む
方
々
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
情
報
提
供
、
他
地
区
と
の
交
流

会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
＊
１
）

「
荒
浜
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
の
助
け
合
い
活

動
「
お
助
け
隊
」
は
、
住
民
同
士
で
ご
み

出
し
、
買
い
物
代
行
、
病
院
付
き
添
い
、

草
取
り
な
ど
の
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す（
＊
１
）
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
市
内
20
地
区
に
あ
る
介
護
予
防
の
居

場
所
で
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
地
域
づ
く
り
は
、
住
民
同
士
の
話

し
合
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
ず
、

ご
近
所
の
方
や
お
友
達
と
話
し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

お助け隊リーダー
の品田さん

別
俣
地
区
の
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
に

強
い
危
機
感
を
覚
え
た
住
民
が
、
有
志
の

語
ら
い
の
場
か
ら
、
コ
ミ
セ
ン
の
「
別
俣

未
来
推
進
部
」
を
創
設
。
「
豊
か
で
幸
せ

で
愛
着
の
持
て
る
別
俣
」
を
目
指
し
て
、

持
続
可
能
な
農
業
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
魅
力
発

信
、
ブ
ト
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
、
生
活

支
援
活
動
を
試
行
的
に
始
め
て
い
ま
す
。

比
角
地
区
は
、
人
口
約
１
万
人
の
う

ち
、
約
２
８
０
０
人
の
高
齢
者
が
暮
ら
す

地
区
で
す
。
コ
ミ
セ
ン
の
「
元
気
な
町
づ

く
り
実
行
委
員
会
」
は
、
年
を
重
ね
て

も
、
支
え
合
い
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま

す
。比

角
の
現
状
や
活
動
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
、

支
え
合
い
を
自
分
事
と
し
て
考
え
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
し
て
い
ま
す
。

「
困
っ
て
い
る
人
を
何

と
か
し
た
い
」
と
い
う

一
人
の
つ
ぶ
や
き
を

き
っ
か
け
に
、
話
し
合

い
が
始
ま
っ
た
松
波
地

区
。

　
危
機
感
を
持
っ
た
町

内
会
と
コ
ミ
セ
ン
が

タ
ッ
グ
を
組
み
、
住
民

で
話
し
合
い
を
重
ね
る

こ
と
２
年
。
拠
点
と
な

る
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

生
活
支
援
の
仕
組
み
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

▲柏崎版助け
合いカルタ   
（有志手書きの
オリジナル）

「ひすみん」の案内で、
子どもにも見てもらえる
よう仕上げました

で
き
な
く
な
っ
て
も
、

地
域
で
の
支
え
合
い
が

あ
れ
ば
安
心
！

年を重ねると実感する
暮らしのちょっとした困りごと

目印は黄色い
ポロシャツ

別俣
地区
世
代
を
超
え
て
、

別
俣
の
未
来
を
話
し
合
う

比角
地区
比
角
の
つ
な
が
り
を

生
む
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成 

松波
地区
今
夏
、く
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

会議は多世代の住
民が参加します

話し合いの内容は張り紙で掲
示され、誰でも見ることがで
きます

「助け合い、支え
合い比角」のDVD
はこちらで視聴で
きます

荒浜
地区
助
け
合
い
活
動
で

人
生
最
後
ま
で

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
を
行
う
４
地
区
を
ご
紹
介

おたよりを配りな
がら、見守り活動
もしています

◀サロンやお助け活動を
紹介する「アットホーム
だより」

牧口町内会長森センター長

7月のオープンに向けて、
準備を進めています　　　
　

話し合いはアットホームの
活動報告のほか、コロナ対
策など多岐にわたります

支え合い活動を始めるきっかけや進め方、
取り組み内容は地区によってさまざま。
「自分の地域を何とかしたい、将来も安心
して住める地域にしたい」という思いは、
どの地区の皆さんも一緒です。

SC の皆さん

話
し
合
い
・
何
か
を
始
め
た
い
と

き
は
　

町
内
、
地
区
、
有
志
な
ど
で
の
話
し
合

い
に
Ｓ
Ｃ
が
参
加
・
協
力
し
ま
す
。
く
ら

し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え
き
ま
え
（
☎

41
・
６
５
８
３
）
、
ま
た
は
介
護
高
齢
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
地
域
に
何

が
必
要
で
何
が
で
き
る
の
か
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
介
護
高
齢
課

　
☎
43
・
９
１
２
５

　℻
21
・
４
７
０
０

「荒浜アットホーム」｢お助け隊｣の利用で居場所ができ、人とのつながりが深まり
豊かな生活を送っていたKさん。自宅で眠るように息を引き取りました。
遠方の家族に、住み慣れた地域で最後まで生活できたことを深謝されました。

エピソード
荒浜地区で一人暮ら
しをしていたKさん
（男性、80代）

できることをできる範囲で活動しています。
将来、自分もお世話になります。お互いさまの心です。
皆さん、いい顔をして活動していますよ。

幸
せ
に
年
を
重
ね
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
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支
え
合
い
の
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組
み
が
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世
主
⁉
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前
に
で
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る
こ
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が

で
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な
く
な
る
と
、
と
て
も
困
り
ま
す
。

お
住
ま
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の
地
域
で
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ね
な
く
解
決
で
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ら
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年
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も
安
心
し
て
暮
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し
て
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ま
す
ね
。
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ご
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を
地
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課
題
と
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え
、
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を
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の
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組
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に
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や
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数
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が
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地
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・
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内
で
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え

合
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の
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動
に
取
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む
方
々
へ
の
ア
ド

バ
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ス
や
情
報
提
供
、
他
地
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と
の
交
流

会
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ど
を
行
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て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
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ン
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（
＊
１
）
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荒
浜
ア
ッ
ト
ホ
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ム
」
の
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け
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活

動
「
お
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け
隊
」
は
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住
民
同
士
で
ご
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出
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、
買
い
物
代
行
、
病
院
付
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、

草
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な
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の
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業
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内
20
地
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に
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護
予
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の
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場
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で
す
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に
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も
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し
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み
続
け
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る
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づ
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は
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住
民
同
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し
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ま
す
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ず
、

ご
近
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の
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や
お
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達
と
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み

ま
せ
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。
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０
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Ｄ
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目印は黄色い
ポロシャツ

別俣
地区
世
代
を
超
え
て
、

別
俣
の
未
来
を
話
し
合
う

比角
地区
比
角
の
つ
な
が
り
を

生
む
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成 

松波
地区
今
夏
、く
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

会議は多世代の住
民が参加します

話し合いの内容は張り紙で掲
示され、誰でも見ることがで
きます

「助け合い、支え
合い比角」のDVD
はこちらで視聴で
きます

荒浜
地区
助
け
合
い
活
動
で

人
生
最
後
ま
で

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
を
行
う
４
地
区
を
ご
紹
介

おたよりを配りな
がら、見守り活動
もしています

◀サロンやお助け活動を
紹介する「アットホーム
だより」

牧口町内会長森センター長

7月のオープンに向けて、
準備を進めています　　　
　

話し合いはアットホームの
活動報告のほか、コロナ対
策など多岐にわたります

支え合い活動を始めるきっかけや進め方、
取り組み内容は地区によってさまざま。
「自分の地域を何とかしたい、将来も安心
して住める地域にしたい」という思いは、
どの地区の皆さんも一緒です。

SC の皆さん

話
し
合
い
・
何
か
を
始
め
た
い
と

き
は
　

町
内
、
地
区
、
有
志
な
ど
で
の
話
し
合

い
に
Ｓ
Ｃ
が
参
加
・
協
力
し
ま
す
。
く
ら

し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え
き
ま
え
（
☎

41
・
６
５
８
３
）
、
ま
た
は
介
護
高
齢
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
地
域
に
何

が
必
要
で
何
が
で
き
る
の
か
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
介
護
高
齢
課

　
☎
43
・
９
１
２
５

　℻
21
・
４
７
０
０

「荒浜アットホーム」｢お助け隊｣の利用で居場所ができ、人とのつながりが深まり
豊かな生活を送っていたKさん。自宅で眠るように息を引き取りました。
遠方の家族に、住み慣れた地域で最後まで生活できたことを深謝されました。

エピソード
荒浜地区で一人暮ら
しをしていたKさん
（男性、80代）

できることをできる範囲で活動しています。
将来、自分もお世話になります。お互いさまの心です。
皆さん、いい顔をして活動していますよ。

幸
せ
に
年
を
重
ね
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
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